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８
月
15
日
、
第
71
回
成
人
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
町
内

の
有
志
６
名
で
構
成
さ
れ
た
実
行

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
企

画・
運
営
さ
れ
ま
し
た
。
七
ヶ
宿

町
で
生
ま
れ
育
っ
た
思
い
出
に
触

れ
、
二
十
歳
と
し
て
の
節
目
に
温

か
く
一
生
の
思
い
出
に
残
る
よ
う

な
成
人
式
に
し
た
い
と
い
う
思
い

で
準
備
と
工
夫
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
新
成
人
に
と
っ
て
、
喜
び
と

感
動
溢
れ
る
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
に
は
、
こ
の
よ
う
な

活
動
を
通
じ
て
、
今
後
の
地
域
づ

く
り
で
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
戦
国
時
代
に
お
け
る
刈
田
郡
湯

原
城
の
役
割
】

　
戦
国
時
代
に
伊
達
氏
が
主
要
軍

事
路
と
し
て
往
来
し
た
七
ヶ
宿
街

道
の
歴
史
と
湯
原
城
の
役
割
や
、

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
湯
原
城
の
発

掘
調
査
の
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

●
日
時　
９
月
14（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
会
場　
街
道
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｌ

　
　
　
　
「
お
た
て
」体
育
館

●
内
容

【
講
演
Ⅰ
】

　

�「
七
ヶ
宿
街
道
の
成
立
と
湯
原

城
」　
講
師　
菅
野
正
道
氏

　
（
前
仙
台
市
博
物
館
主
幹
）

【
講
演
Ⅱ
】

　
「
発
掘
が
語
る
湯
原
城
跡
」

　
講
師　
吉
井　
宏
氏

　
（
前
東
北
福
祉
大
学
教
授
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
七
ヶ
宿
町
水
と
歴
史
の
館

　
☎
３
７
ー
２
７
３
９

　

プ
ラ
ン
ド
ゥ
み
や
ぎ
婦
人
会
館

ナ
ー
へ
出
品
さ
れ
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

【
ふ
る
さ
と
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
】

　

音
楽・
芸
能
な
ど
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

●
開
催
場
所

　
活
性
化
セ
ン
タ
ー　
ホ
ー
ル

●
対
象

　

�

町
内
で
音
楽・
芸
能
活
動
を
し

て
い
る
団
体
及
び
個
人
の
方

●
申
込
締
切　
10
月
１
日（
火
）

【
展
示
コ
ー
ナ
ー
】

　
趣
味
で
作
っ
た
作
品
な
ど
展
示

●
開
催
場
所

　
活
性
化
セ
ン
タ
ー　
研
修
室

●
対
象

　

�

町
民
の
皆
さ
ん
が
制
作
し
た
作

品
●
出
品
数

　

�

お
一
人
何
点
出
品
し
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

●
申
込
締
切　
10
月
１
日（
火
）

●
搬
入
方
法

　

�

10
月
９
日（
水
）
～
15
日（
火
）

ま
で
に
公
民
館
に
持
参
。

●
申
込・お
問
い
合
わ
せ

　
公
民
館　
担
当　
岡

　
☎
０
２
２
４（
３
７
）２
１
９
５

　
℻
０
２
２
４（
３
７
）２
２
０
３

　
ふ
る
さ
と
祭
り
を
10
月
20
日
に

開
催
し
ま
す
。
ふ
る
さ
と
祭
り
で

行
わ
れ
る
、
ふ
る
さ
と
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

へ
参
加
さ
れ
る
方
と
展
示
コ
ー

成
人
式
実
行
委
員
会

歴
史
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

の

お

知

ら

せ

女
性
講
座「
み
や
ぎ
婦
人
会
館

一
日
研
修
会
」
参
加
者
募
集

を
会
場
に
一
日
研
修
会
を
実
施
し

ま
す
。
旬
の
味
覚
を
堪
能
し
な
が

ら
、
町
内
の
女
性
同
士
で
交
流
を

深
め
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
、
配

布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

●
日
時　
10
月
３
日（
木
）

　
午
前
８
時
50
分
集
合

　
午
後
４
時
00
分
解
散（
予
定
）

●
集
合
場
所　
開
発
セ
ン
タ
ー
前

●
対
象　
町
内
在
住
の
女
性

●
内
容

【
研
修
Ⅰ
】防
災
備
蓄
収
納
講
座

　
　
　
　
講
師　
佐
伯
真
理

【
研
修
Ⅱ
】（
利
府
町
）観
光
梨
園

　
　
　
　
　
　
　
　

�「
梨
狩
り
」

　
　
　
　

�

（
仙
台
市
）杜
の
市
場

●
定
員　
30
名

●
参
加
費　
３
，
０
０
０
円

●
申
込
期
限　
９
月
20
日（
金
）

●
申
込・お
問
い
合
わ
せ

　
公
民
館　
佐
藤・村
上

　
☎
０
２
２
４（
３
７
）２
１
９
５

ふ
る
さ
と
祭
り

ふ
る
さ
と
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
、展
示
コ
ー
ナ
ー

参
加
・
出
品
者
募
集

こんにちは！

です

地域
おこし
協力隊

Hello Shichikashuku,
My name is Shamil, I am the new ALT in 
town. I am from California, USA.  I am 21 
years old. I recently graduated from university, 
where I studied Applied Mathematics. Some 
of my interests include reading, learning new 
languages, and going on adventures.

This is my third time in Japan, but my first 
time living in Japan. I really enjoy the food, 
the culture, and the beautiful nature here.  I 
decided to become a teacher because I believe 
it is a great opportunity to build valuable 
skills, such as leadership and communication. 
I believe teaching is also a great way to make 
a positive impact on the world.  I hope, in my 
time here, I am not only able to learn more 
about Japanese culture and the way of life but 
also exchange some of my culture . I speak a 
little bit of Japanese, so communication will be 
a little challenging at first, but I will do my best 
to learn. 

シミ の
おはなし
ルャ

こんにちは七ヶ宿
　私はこの町の新しいＡＬＴとなるシャミルで
す。アメリカのカリフォルニア出身の21歳で
す。最近、大学を卒業し、そこでは応用数学
を学んでいました。読書や言語の学習、冒険
などに興味があります。
　日本に来るのは３回目ですが、住むのは初
めてです。ここでの食べ物や文化、美しい自
然を体験し、とても楽しんでいます。
　私は、リーダーシップやコミュニケーション
といった有益なスキルを獲得する良い機会で
あると思ったので、先生になろうと決めました。
　私は、人に教えるということは世界に良い
影響を生むすばらしい方法であると思います。
　私のここで過ごす時間は、日本の文化や生
き方を学ぶだけでなく、私の国の文化を交わ
す時間としたいです。
　少しの日本語し
か話せないので、コ
ミュニケーションを
取ることが私にとっ
て初めての挑戦とな
りますが、学ぶとい
うことに全力を尽く
したいと思います。

水
みず

谷
たに

　真
まさ

人
と

　隊員

　地域おこし協力隊の水谷です。七ヶ宿町に来て3年目ですが、今年の
夏は今までで一番暑い気がしています。
　猛暑の中の作陶は大変で、ろくろで作ったお皿があっという間に乾いて
しまいます。どんどん削らなくてはならず、一息つく暇も無く忙しい日々
を過ごしています。
　8月10日〜 12日には、無限窯で今年2回目の窯焚きを行いました。たまたま気温が
下がり、あまり暑い思いをすることなく窯焚きができ幸いでした。今回は400作品程焼きまし

たが、9月にも窯焚きをするので、これからすぐに作品制作
に取り掛かります。
　10月には水と歴史の館で『宮城県�七ヶ宿焼展』を行います。
また、東京と那須塩原でも七ヶ宿焼を発表する予定です。
　七ヶ宿焼が全国に拡まる、まさに節目の年となります。そ
んな年に七ヶ宿焼に関わることが出来たのは幸運だと感じ
ています。これからますます良い作品を生み出していきます
ので、どうぞ宜しくお願いします。


